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１．経 緯

・ 現在の原子力発電所については、現行法令による安全性の確認に加え、緊急

安全対策等が実施されており、従来以上に慎重に安全性の確認が行われている。

・ 原子力発電所の更なる安全性の向上と国民・住民の方々の安心・信頼確保の
ため、欧州諸国で導入されたストレステストを参考に、安全評価を実施する。

・ この安全評価は、定期検査中で起動準備の整った発電所の再稼動の可否を判断
する一次評価と、全ての発電所の運転継続の判断を行う二次評価により行う。

◇ 政府が、統一見解を公表（平成２３年７月１１日）

◇ 原子力安全・保安院が総合評価（ストレステスト）の実施を事業者に指示
（同年７月２２日）

１



２．ストレステスト（一次評価）の概要

・ 想定した地震や津波を徐々に大きくしていったときに、安全上重要な施設や機器等

がどの程度まで安全性を確保できるか（どの程度まで燃料が損傷せずに耐えられる

か）の定量的な安全裕度を評価

・ 緊急安全対策を含む燃料の重大な損傷を防止するための対策の有効性を評価

地震や津波の度合いを大きくしていった時、ある大きさを境に事象の

進展が大きく変わる時点（クリフエッジ）を特定

設計の想定を超える地震や津波に対し、原子力発電所がどこまで耐えられるかに
ついて評価。

２



３．評価項目

これまで、当社が整備してきたシビアアクシデント
対策について、多重防護の観点からその効果を評価

その他シビアアクシデント
・マネジメント

最終ヒートシンク喪失時に、外部からの支援がない
条件で、燃料が損傷せずにどの程度耐えられるか評価

最終ヒートシンク喪失※２

全交流電源喪失時に、外部からの支援がない条件で、
燃料が損傷せずにどの程度耐えられるか評価

全交流電源喪失※１

想定を超える地震と津波の同時発生に対して、燃料が
損傷せずにどの程度耐えられるか評価

地震と津波の重畳

想定を超える地震、津波に対して、燃料が損傷せずに
どの程度耐えられるか評価

地震、津波

評 価 内 容評価項目

原子力安全・保安院の指示に基づき、以下の項目について、評価を実施。

※１ 全交流電源喪失：外部電源、非常用ディーゼル発電機の機能が喪失し、発電所が完全に停電すること
※２ 最終ヒートシンク喪失：燃料の冷却に必要な海水を取水できなくなること

３



４．評価結果概要（玄海４号機）

４

約2.3日後

２次系純水タンクの枯渇

原子炉
約 378 日後

仮設ポンプ用発電機の燃料枯渇

・これまでに整備した防護措置が、燃料の重大な損傷及び放射性物質の大規模な放出を防止する措置として多重
防護の観点から有効に整備されていることなどを確認。

その他のシビア
アクシデント・
マネジメント

使用済
燃料ピット

最終ヒート
シンク喪失

約2.3日後
２次系純水タンクの枯渇

約 65 日後
仮設ポンプ用発電機の燃料枯渇

使用済
燃料ピット

約 5 時間後
蓄電池の枯渇

約 65 日後
高圧発電機車等の燃料枯渇

原子炉

外部からの支援がない条件
で燃料の冷却手段が確保で
きなくなるまでの時間

全 交 流
電源喪失

11.3 ｍ
燃料取替用水ポンプ

24.6 ｍ
仮設ポンプ等の資機材保管高さ

使用済
燃料ピット

7.70 ｍ
海水ポンプ

13.0 ｍ
タービン動補助給水ポンプ

原子炉燃料の冷却手段が確保でき
なくなる津波高さ
（想定津波高さ：2.1ｍ）

津 波

地震との
重畳も同じ

約1.83 倍(約988gal)
低圧・高圧しゃ断器

約2.00 倍 (1080gal)
使用済燃料ピット

使用済
燃料ピット

約1.83 倍 (約988gal)
低圧・高圧しゃ断器

約1.83 倍(約988gal) ※２

低圧・高圧しゃ断器
原子炉地震による機器の損傷によ

り、燃料の冷却手段が確保
できなくなる地震動と基準
地震動※１（540gal）との
比較

地 震

津波との
重畳も同じ

緊急安全対策前緊急安全対策後

クリフエッジ（下段：対象となる設備）
燃 料

クリフエッジ
評価の指標

評価項目

※１ 基準地震動：原子力発電所周辺で起こると想定される最も大きな地震による揺れの大きさ。なお、gal（ガル）とは、地震による地盤や建物等の揺れの強さを表す加速度の単位
※２ 地震に対する裕度は緊急安全対策前後で同じだが、緊急安全対策により燃料を冷却する手段の多重性を確保



５．緊急安全対策後の燃料冷却手段（概念系統図）

５

淡水池、海 

電源の確保 大気放出 
（放射性物質を含まない）

主蒸気逃し弁

タービン

復水器

ポンプ
ポンプ

復水ピット

原子炉容器 ポンプ 

蒸気発生器 

原子炉格納容器

ポンプ

冷却器

冷却器

ポンプ

海水ポンプ 

海へ 

非常用ディーゼル
発電機 電動・タービン動

補助給水ポンプ

水タンク

仮設ポンプ

電源

･高圧発電機車配備 

仮設ホース

給
水
の
排
水 

燃料

蒸気発生器による原子炉の冷却
海水への熱交換による原子炉の冷却１

２

３

冷却器

ポンプ

使用済燃料ピット

燃料 
使用済燃料 
ピット系 
による冷却 

仮設ポンプ等
による冷却 

５

燃料取替用水ピット 

ポンプ 

燃料取替用水ポンプ
による冷却 

６

６

使用済燃料ピットの冷却

４

原子力発電所建屋・機器等の設置高さ（イメージ） 

海水ポンプ・モーター
海抜+7.70ｍ 

敷地 
海抜+11.0ｍ 

補助建屋

原子炉 
格納容器 高圧発電機車 

仮設ポンプ保管 
海抜+24.6ｍ以上

燃料取扱
建屋 

水タンク

使用済燃料
ピット 

蓄電池 燃料取替 
用水ピット 

電動・タービン動補助
給水ポンプエリア 

非常用 
ディーゼル
発電機室 

高圧・低圧
しゃ断器 



６．地震・津波の評価結果

原子炉と使用済燃料ピットにある燃料のそれぞれに対し、想定を超えて

地震レベルまたは津波高さを徐々に上げていき、燃料の冷却ができなくなる

時点（クリフエッジ）を特定した。

（１）原子炉にある燃料に対する地震の評価結果

（２）使用済燃料ピットにある燃料に対する地震の評価結果

（３）原子炉にある燃料に対する津波の評価結果

（４）使用済燃料ピットにある燃料に対する津波の評価結果

６



原
子
炉
に
あ
る
燃
料

地震の評価結果

６（１）原子炉にある燃料に対する地震の評価結果【玄海４号機】

７

基準地震動：５４０ガル

※津波と地震の同時発生についても同様の評価結果となる。

クリフエッジ（冷却手段なし）

想定
地震：1.0

基
準
地
震
動
の
倍
数

1.83

①～⑥に関しては５ページの
緊急安全対策後の冷却手段（概念系統図）を参照

○緊急安全対策による冷却（蒸気発生器による冷却）

・冷却：仮設ポンプにより給水源を確保し、
タービン動補助給水ポンプにより炉心を冷却

・電源：高圧発電機車から電源を供給
３ ６２

○海水への熱交換による冷却

・冷却：蒸気発生器及び余熱除去系により炉心を冷却
または、格納容器スプレイ系及び高圧注入系
により炉心を冷却

・電源：非常用ディーゼル発電機から非常用所内電源を供給 １ ２

非常用所内電源の喪失(高圧・低圧しゃ断器の機能喪失)

緊急安全対策前後で安全裕度（クリフエッジ）は同じである
が、緊急安全対策により燃料冷却手段の更なる多重性を確保



加圧器逃がし弁
による熱放出
（手動・中央制

御室）

６（１）原子炉にある燃料に対する地震の評価結果【玄海４号機】

地震により外部電源喪失と主給水喪失が同時に発生するとの想定で、燃料を冷却す
るために必要な機器が損傷することにより、冷却手段が確保できなくなる地震レベ
ル（クリフエッジ）を特定する

燃料を冷却するための
イベントツリー

低圧・高圧しゃ断器低圧・高圧しゃ断器対象となる機器

１.８３倍（約９８８ｇａｌ）１.８３倍（約９８８ｇａｌ）
燃料の冷却手段が確保できなくなる地震動と

基準地震動Ss(５４０gal)との比較

緊急安全対策前緊急安全対策後

ク リ フ エ ッ ジ
評 価 結 果

設計想定の１.８３倍以下の地震が発生した場合であっても、炉心を冷却することが可能

余熱除去系に
よる冷却

主蒸気逃がし弁
による熱放出
（自動/手動・
中央制御室）

格納容器スプ
レイによる格
納容器除熱

高圧注入による
原子炉への給水

補助給水による蒸
気発生器への給水
（電動またはター

ビン動）

非常用所内
電源からの

給電

原子炉停止

緊急安全対策

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

補助給水による蒸
気発生器への給水
（タービン動(仮設
ポンプによる復水
ピットへの給水を

含む)）

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

失敗

2.43

注）制御棒駆動用電源
が喪失することで制御
棒は挿入される

注）

冷却成功

格納容器スプ
レイによる再
循環格納容器

冷却

成功

失敗

失敗

成功

高圧注入による
再循環炉心冷却

1.83

冷却成功

高圧発電機車
による給電

冷却成功

失敗

成功2.00 2.44

※２

※２充てん系による
ほう酸の添加

※２ ※３

※３

1.83

※３

1.83

※３

※３

1.83

1.83

1.83

1.66
1.83

1.83

1.83

※１

※１

成功

失敗
※１

※１

蓄圧注入による
ほう酸の添加

成功

失敗

1.83
2.29

※１
失敗

成功

主蒸気逃がし弁
による熱放出

（手動・現場）

：ＳＧによる冷却が
できない場合のシナリオ

：緊急安全対策による
シナリオ

：燃料の損傷に至る
可能性があるシナリオ

※３

※２

※１

８

外部電源
喪失

主給水
喪失

※２

※３



使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
あ
る
燃
料

地震の評価結果

６（２）使用済燃料ピットにある燃料に対する地震の評価結果【玄海４号機】

９

基準地震動：５４０ガル

※津波と地震の同時発生についても同様の評価結果となる。

クリフエッジ（冷却手段なし）

想定
地震：1.0

○緊急安全対策による冷却（仮設ポンプ等）

・非常用所内電源を喪失するため、
仮設ポンプを用いて、淡水または海水を注水

基
準
地
震
動
の
倍
数

○燃料取替用水ポンプ等による冷却

・冷却：使用済燃料ピット冷却系または燃料取替用水ポンプを
用いた注水により燃料を冷却

・電源：非常用ディーゼル発電機から非常用所内電源を供給

1.83

使用済燃料ピット損傷（ピット内冷却水喪失）＊

４ ５

2.00

６

非常用所内電源喪失（高圧・低圧しゃ断器の機能喪失）

＊実際の耐震裕度は２．００以上

①～⑥に関しては５ページの
緊急安全対策後の冷却手段（概念系統図）を参照



６（２）使用済燃料ピットにある燃料に対する地震の評価結果【玄海４号機】

クリフエッジの特定(1)

外部電源喪失
非常用所内電源
からの給電

ＳＦＰ冷却系による
冷却

冷却成功

燃料取替用水ポンプ
による注水

※１

燃料取替用水
ピットによる
水源の確保

冷却成功

※１

1.83

1.83

成功

成功

失敗

1.83 成功

失敗

2.00 成功

失敗

・「外部電源喪失」については、１．８３（約９８８ｇａｌ）までは冷却に成功する。
・１．８３以上になると、仮設ポンプによる注水シナリオへ移行し、冷却は成功する。
・「補機冷却水の喪失」、「使用済燃料ピット冷却機能喪失」についても、仮設ポンプによる注水シナリオ

により冷却は成功する。

クリフエッジの特定(2)

次に考慮すべき起因事象「使用済燃料ピット損傷」ではピットそのものの

耐震裕度を２Ｓｓ以上と評価しており、２Ｓｓより大きい地震ではピット

自体の損傷により使用済燃料ピット内の冷却水が喪失するクリフエッジを

２Ｓｓとする。

使用済燃料ピット

失敗 ：仮設ポンプによる注水シナリオへ移行

：燃料の損傷に至る可能性があるシナリオ

仮設ポンプによる
注水

冷却成功

クリフエッジは２Ｓｓ

※２

成功

失敗

外部電源喪失

10

※１

※２
※１



原
子
炉
に
あ
る
燃
料

津波の評価結果

11

クリフエッジ（冷却手段なし）

想定津波
高さ：2.1ｍ

○緊急安全対策による冷却（蒸気発生器による冷却）

・冷却：仮設ポンプにより給水源を確保し、
タービン動補助給水ポンプにより炉心を冷却

・電源：高圧発電機車から電源を供給津
波
高
さ

○海水への熱交換による冷却

・冷却：蒸気発生器及び余熱除去系により炉心を冷却
または、格納容器スプレイ系及び高圧注入系により炉心を冷却

・電源：非常用ディーゼル発電機から非常用所内電源を供給

7.70ｍ

タービン動補助給水ポンプ喪失（浸水）

海水ポンプ喪失（モータ浸水）

１ ２

13.0ｍ

３ ６２

６（３）原子炉にある燃料に対する津波の評価結果【玄海４号機】

①～⑥に関しては５ページの
緊急安全対策後の冷却手段（概念系統図）を参照



６（３）原子炉にある燃料に対する津波の評価結果【玄海４号機】

津波により補機冷却水喪失と主給水喪失等が発生するとの想定で、燃料を冷却する
ために必要な機器が損傷することにより、冷却手段が確保できなくなる津波高さ
（クリフエッジ）を特定する

燃料を冷却するための
イベントツリー

海水ポンプタービン動補助給水ポンプ対象となる機器

７.７０ｍ１３.０ｍ燃料の冷却手段が確保できなくなる津波高さ

緊急安全対策前緊急安全対策後

ク リ フ エ ッ ジ
評 価 結 果

高さ１３.０ｍ未満の津波が発生した場合であっても、炉心を冷却することが可能

補機冷却水の喪失、主給水喪失、過渡事象及び外部電
源喪失の４つの発生事象については、１つのイベント
ツリーで評価することができる

・補機冷却水
の喪失

・過渡事象
・主給水喪失
・外部電源喪

失

緊急安全対策

冷却成功

※１

※１

余熱除去系による
冷却

充てん系による
ほう酸の添加

※１

主蒸気逃がし弁
による
熱放出

(自動／手動・
中央制御室)補機

冷却系の
回復

※１

原子炉
停止

主蒸気逃がし弁
による熱放出
(手動・現場)

蓄圧注入による
ほう酸の添加

13.0ｍ
成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

非常用
所内電源
からの
給電

補助給水による
蒸気発生器への

給水
(電動または
タービン動)

失敗

成功

7.70ｍ

13.0ｍ
13.0ｍ

※１
失敗

補助給水による
蒸気発生器への

給水
(タービン動(仮
設ポンプによる
復水ピットへの
給水を含む))

成功

失敗

高圧発電機車
による給電

成功

失敗

成功

失敗

13.0ｍ

13.0ｍ

注）制御棒駆動用電源が
喪失することで制御
棒は挿入される。

注）

：燃料の損傷に至る
可能性があるシナリオ

冷却成功

注）破線は、起因事象発生と同時に成立しないパスまたは、
一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提にお
いて、成立しないパスを示すもの

※１

※１

※１

※１

※１

※１

12



使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
あ
る
燃
料

津波の評価結果

クリフエッジ（冷却手段なし）

想定津波
高さ：2.1ｍ

○緊急安全対策による冷却（仮設ポンプ等）

・全交流電源を喪失するため、
仮設ポンプを用いて、淡水または海水を注水

津
波
高
さ11.3ｍ

仮設ポンプ等使用不可（仮設ポンプ等資機材保管高さ）

燃料取替用水ポンプによる注水機能喪失
（全交流電源喪失）

24.6ｍ

６

６（４）使用済燃料ピットにある燃料に対する津波の評価結果【玄海４号機】

13
①～⑥に関しては５ページの
緊急安全対策後の冷却手段（概念系統図）を参照

○燃料取替用水ポンプ等による冷却

・冷却：使用済燃料ピット冷却系または燃料取替用水ポンプを
用いた注水により燃料を冷却

・電源：外部電源、
または非常用所内電源（非常用ディーゼル発電機）を供給

４ ５



６（４）使用済燃料ピットにある燃料に対する津波の評価結果【玄海４号機】

クリフエッジの特定(1)

・「補機冷却水の喪失（ＳＦＰ冷却機能喪失）」については、１１．３ｍまでは冷却に成功する。
・１１．３ｍ以上になると、仮設ポンプによる注水シナリオへ移行し、冷却は成功する。
・「外部電源喪失」については、仮設ポンプによる注入シナリオへ移行し、冷却は成功する。

クリフエッジの特定(2)

津波に対するＳＦＰ損傷評価の結果、「補機冷却水の喪失（ＳＦＰ冷却機能の喪失）」、「外部電源

喪失」のいずれについても、緊急安全対策として整備した仮設ポンプ等によるＳＦＰへの注水により

冷却ができる。

よって、許容津波高さ２４．６ｍ（仮設ポンプ等の資機材保管高さ）になると、仮設ポンプ使用不可

に至り、緩和手段がなくなりクリフエッジとなる。

クリフエッジは２４．６ｍ

補機冷却水の喪失
（ＳＦＰ冷却機能喪失）

11.3ｍ

成功

失敗

燃料取替用水ピットに
よる水源の確保

燃料取替用水
ポンプによる注水

24.6ｍ

冷却成功
成功

失敗

―

※２

構造上浸水による

影響を受けない

仮設ポンプによる注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

成功

：仮設ポンプによる
注水シナリオへ移行

14

※２



７．全交流電源喪失時の評価結果【玄海４号機】

15

全交流電源喪失により燃料の冷却に必要な給水・電源機能が喪失した状態で、

発電所単独で冷却継続ができなくなる（クリフエッジ）までの時間及び設備を特定

仮設ポンプ用
ディーゼルエンジン発電機

Ａ重油 非常用ディーゼル
発電機貯油槽

ガソリン（ドラム缶）

燃料供給

高圧発電機車

蓄 電 池
電源
供給

エンジンポンプ

淡水・海水
(仮設ポンプを使用)

原水タンク
(仮設ポンプを使用)

２次系純水タンク

蒸気発生器
＋

使用済燃料
ピット
給水

復水ピット
蒸気発生器

給水

……6968676564…191817161514131211…54321設備・資源

起因事象発生からの時間（日数）

ガソリン使用

約６時間後

約２．３日後

約１６日後

約５時間後

約６５日後

約５時間後
(緊急安全対策前)

約６５日後
(緊急安全対策後)

蓄電池
高圧発電機車及び仮設ポンプ用

ディーゼルエンジン発電機の燃料
対象となる機器等

約５時間後約６５日後
燃料の冷却手段が

確保できなくなるまでの時間

緊急安全対策前緊急安全対策後

ク リ フ エ ッ ジ
評 価 結 果

評価結果は外部から支援を期待するに十分な時間であり、クリフエッジは回避できる

Ａ重油使用

Ａ重油使用

約１７.４日後

ガソリン枯渇後
予備水中ポンプへ切替



８．最終ヒートシンク喪失時の評価結果【玄海４号機】

16

２次系純水タンク
仮設ポンプ用ディーゼルエンジン

発電機の燃料
対象となる機器等

約２.３日後約３７８日後
燃料の冷却手段が

確保できなくなるまでの時間

緊急安全対策前緊急安全対策後

ク リ フ エ ッ ジ
評 価 結 果

評価結果は外部から支援を期待するに十分な時間であり、クリフエッジは回避できる

仮設ポンプ用
ディーゼルエンジン発電機

Ａ重油 非常用ディーゼル
発電機貯油槽

ガソリン（ドラム缶）

燃料供給

エンジンポンプ

淡水・海水
(仮設ポンプを使用)

原水タンク
(仮設ポンプを使用)

２次系純水タンク

蒸気発生器
＋

使用済燃料
ピット
給水

復水ピット
蒸気発生器

給水

…381380379378377…19181716151413128…654321設備・資源

起因事象発生からの時間（日数）

ガソリン使用

約６時間後

約２.３日後

約１６日後

約３７８日後

約２.３日後
(緊急安全対策前)

約３７８日後
(緊急安全対策後)

Ａ重油使用

ガソリン枯渇後
予備水中ポンプへ切替

約１７.４日後

最終ヒートシンク喪失により、燃料の冷却に必要な給水機能が喪失した状態で、
発電所単独で冷却継続ができなくなる（クリフエッジ）までの時間及び設備を特定



９．シビアアクシデント・マネジメント評価結果

17

・これまでに整備したシビアアクシデント・マネジメントの防護措置が、
燃料の重大な損傷及び放射性物質の大規模な放出を防止する
措置として多重防護の観点から有効に整備されていることを確認。

・福島第一原子力発電所での事故を踏まえ整備した緊急安全対策
（高圧発電機車及び移動式大容量発電機による電源確保など）や
追加のシビアアクシデント対応措置（水素爆発防止対策など）は、
従来のシビアアクシデント・マネジメントの防護措置の信頼性向上
に対して有効に機能することを確認。

シビアアクシデント・マネジメント
シビアアクシデントへの拡大防止及びその影響緩和のための、消火ポンプを

使用した格納容器への注水など、原子炉、格納容器の健全性を維持する機能を
向上させるための運用・設備両面の措置。



玄海４号機における安全性の
確認・評価結果

緊急安全対策を講じる以前においても、ある
程度想定を超える地震に対して従来の冷却
設備により、燃料を冷却することが可能

仮設ポンプ・高圧発電機車を配備した緊急安
全対策により、燃料冷却手段の更なる多重性
の確保・地震に対する安全裕度（クリフエッ
ジ）の向上を確認

１０．評価結果のまとめ

福島第一原子力発電所での事故概要

想定を超える津波により非常用発電
機などが被水

・

全交流電源喪失、最終ヒートシンク
喪失が発生

その備えが不十分であったことから
事故が進展・拡大し燃料損傷に至っ
た

・

・

想定を超える津波高さにおいても、仮設ポン
プ・高圧発電機車の配備、扉の水密性向上
などの緊急安全対策により、確実に燃料を冷
却することが可能

・

全交流電源喪失、最終ヒートシンク喪失に対
しても、緊急安全対策による電源確保および
水源確保により、外部からの支援を期待する
のに十分な時間が確保でき、クリフエッジを
回避することが可能

・

・

・

・

・

地震発生に伴い原子炉自動停止

鉄塔倒壊などにより外部電源が喪失
したものの、非常用ディーゼル発電
機が正常に機能し原子炉を冷却

18



１１．まとめ

19

・ 玄海原子力発電所４号機の安全性に関する総合評価の結果、
安全上重要な施設･機器等は、設計上の想定を超える地震や
津波に対して、十分な安全裕度を有しており、これまでに実施した
緊急安全対策等により、プラントの安全性が更に向上していることを
確認しました。

・ 今回の報告内容につきましては、今後、国において、
確認されることとなっております。

・ 当社は、地元をはじめ皆さまの安心･信頼が得られるよう、
原子力発電所の安全性、信頼性向上のための取組みを
引き続き行ってまいります。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


